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今回はちょうど時期に咲くシャクナゲの花を見たt とヽの声があり革洋温泉

に致噴 した。六スは器馬バスでホテルはお知まで使歩4分と最良質の

鴻打の源泉t引 くを付掠館収害500名の高松です。
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1月中旬

年前10時
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Ⅲ今年度は10回のま量を計画致しましたが、全てが健康を■視した備ですが…・都合で変更する事があります。

Ⅲ5月・11月の研毎旅行は30名以上の送迎となりますが、35名以上だと大型′ヽスになります、大勢のう加tお

日い致します。観光パスに出 てヽは苦労しましたJ一 流の八ス会社が手配できました。

Ⅲ7月には特別にお日いして、ももかわ整形外科クリニッタ院景Ob内 由き左 先生J「骨そしょう症とおみ止めの」

使い方等のお話をしてくな す。

Ⅲ9月にお4回グラウンドゴルフ大会と2月に歌と踊りが変更になって劫 ます。

尚グラウンド大会において今年度も荒依町自お会・メモリード東京・焼内の板円手様の後援を頂き表争な貸島

が待つていますので多加をお待ちしております。



平成29年4月1日現在

荒枚町長寿会  会 則

第1条(名称及び事務所)この会は、荒牧町長寿会といい事務所を会長宅にこく。

第2条(組織)この会の会員は、原則として荒牧可地区に居住する6tl歳以上の者をもって

組織する。ただし、円滑な運営を図るため60歳以下の会員の加入秘妨げなヽ上

第3条(目的)この会は、会貝の知識や経験を生かし老後の生活を豊かなものとするとともに、

明るい地域社会づくりに資することを目的とする。

第4条 (事業)前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

(1)社 会奉仕事業及びボランティア活動の実施

(2)生 きがいを高めるための学習会の開催

(3)健 康を促進するための運動を実施

(4)家 庭訪間、友愛訪間、人事相談、奉仕、会員の凌弔を行う。

(5)そ の他、会の目的を達成するための始要な事業

第5条 (役員)この会に役員として会長1名、副会長3名、女性部長3名、会計1名、書記

1名、監事3名及び斑長を著千名置く。ただし、強要に応口顕間を置くことが

できる。

2 この会の役員は、すべて会員のユ選とし、任期は1年とする。ただし再任紛

げなヽ 。ヽ

3 稲 欠役員の任期は、前任者の残任期間とする。

第6条 (役員の業務)この会の役員は、次の業務を担当する。

(1)会 長は、この会を代表し、会務を続指する。

(2)副 会長は、会務を補佐し会長に事故あるときは、これを代行する。

(3)女 性部長は、女性の特性を生かし、会の連音に協力する。

(4)会 計は、この会の経理を担当する。

(5)着 記は、総会、役員会等の議事内容を整理する。

(6)班 長は、担当区域内の会員と会との連絡のこコこあたり、総会の議案及び運営に

関する事項等を審議する。

(7)監 手は、この会の経理状況を監査する。

第7条(会議)この会の会議は、総会、役員会、定例会とし、会長が召集する。

第8条(総会)総会では事業報告、会計報告、事業計画及び予算等の審説を行い、

これを議決または承認する。

第9条(会計)この会の経費は、会費、補助金、寄付金、事業収入をもって支弁する。

(1)会 費は、年額1,500円とする。ただし、姓要が生じたときは、臨時に歓収することが

できる。

(2)資 金は、会長名義をもって預金し、会計が保管する。

(3)こ の会の会計年度は毎年4月1日に始まり、翌年3月31日をもって終わる。

第10条(退会)退会はえせ 転居及び本人の申し出で処理する。その時の会費は返却しない。



第11条(凌弔金)会則第4条例 号の凌弔については次による。会長が死亡したときは

弔想金 5,OIB円を贈る。

第12条(関係張輝等)この会に次のほ簿補 える。

(1)予 算書及び導葉計画書

(2)決 算書及び事業報告書

(3)会 Rll

(4)会 員名簿

(5)会 計韓 (現 金出納眼)

(6)証 拠素績り

(7)議 専録

(8)億 島台ほ

(9)諾 文書換り

(10)老人クラブ活動日速娘り

(11)その他姓撃簿冊

第13条(役員手当)役 員には畑Fllに定めるとこうにより手当を支搭する。

第14条(専門委員)この会に総務、教拳向上活動、使康増進活動、社会奉仕活動の

各専Pl委員を正く
1)(教泰向上活動)各種教雅講座、学習合、路演会、7rg会 、自主学習、社会見学など

2)(住虚増進活動)各種スポーツ活動、健康体操、体力滅定、ウォーキン久 ハイキング、

運動会の歩加など

3)(社会奉仕活動)地域友愛防間活動、清持活動、地域見守り活動など

4)専Fl委員の奏員長及び刊奈員長は副会長、女性部長から選出する。

51寺問委員の容員は標間以上の役員復 かから選出する。

(附貝J)
(1)こ の会刑は平成29年4月1日から施行する。  ‐

(2)荒 狭可長寿会現角(最終改正平成23年4月16日)はこの会Rllの発行をもうて

廃止する。

(3)こ の会劇発行上の知部につt てヽは、第5条tコ略監専以上の会議で決携 。


